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歯科疾患実態調査データのコウホート分析


























                                田  辺  國  土
 正則行例λのすべての主座小行列が正則のとき，対角成分がすべて1の下三角行列工と上三角行列
σで











   L（∠σ）十（∠工）σ庖＝見を∠ひ，∬について解く．ただし∠σは上三角行列，∬は対角成分
 がOの下三角行列．
                    工州＝L＋∠工 3．
                    σ尾十1＝σ尾十∠σ
   とおく．
このとき
                   亙尾≡㌫1兄㌫ユ
とおくと次の定理が成立する．
定理
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が成立する．ただし行列ノルム11列1は
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              統計分布論における数式処理
                                仁  木  直  人
 計算機を用いた数値計算が広い範囲の科学技術研究に今や不可欠となっているように，同じく計算機
による数式処理もなくてはならぬ道具となりつつある．
 統計の分野では，確率分布の正規近似の精密化とでも言うべきEdgeworth展開，Comish－Fisher展開
への応用が行われ，すでに標本相関係数1〕および正値二次形式2〕について成果が発表されている．また，
その方法に関する解説3〕4）も公表され，総合報告5〕も準備中である．
 数式処理が可能にした高次漸近展開では，一種の振動現象が起き，分布の良い近似が得られたいこと
が問題であった．その原因と有効な対策（変換により歪度の漸近的性質を改善する）は最早あきらかに
